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＜広瀬川通信１０月号＞ 

広瀬川も秋景色となり、年魚のアユは川下へ下り産卵の準備に。入れ替わるようにサケの遡上が間近です。

いかがお過ごしでしょうか。さて、広瀬川は恒例の芋煮会シーズンとなり、牛越橋周辺の河川敷で大勢の市

民が秋を満喫しています。問題はゴミの始末です。仙台市では昨年の反省から、シーズン当初からゴミ処分

区画を設置し対応しています。本来「ゴミ持ち帰りが原則」ですが、残念ながら一部の心ない市民のマナー

違反が目立ちます。芋煮会で使用した鍋、お玉、食べ残し、燃料、中には残材やビン、カンを投げる行為も。

上流からゴミを流されては、下流域でいくら清掃しても虚しい思いが高じるばかりです。 

広瀬川のために、片付け清掃と声がけで環境保全に協力頂きたいと思います。 

【報告】 

９月 ７日（火） 取材テーマ 「自然環境を活かした街づくり」横浜市立大学３年 

９月１１日（土） 広瀬橋 河川清掃  参加 ３９名 

 

８月２０日の広瀬川灯ろう流しで大勢の

市民が訪れた後のビン、カン、ペットボトル。

また、流れてきた自転車などのゴミが繁茂し

た草の中や川に沢山落ちていました。 

これらのゴミを初めて参加した市民ボラ

ンティアと一緒に拾いました。 

また、清掃後に、県土木事務所に除草作

業を依頼ました。おかげで、すっかりきれい

になりました。 

 

９月１６日 (木) 取材テーマ 「教育に生かす環境活動」横浜市立大学２年 

９月２１日（火）午後７時 「川狩り反省会」 五十集屋  

今年の猛暑の中で行われた「政宗さんの川狩り」は概ね好評でしたが、準備、設営、

体制全般の反省を生かし、来年に向け改善することになりました。（９名） 

【今後の予定】（１０月～１１月） 

１０月 ９日（土）午前１０時 広瀬橋 河川清掃 終了後に芋煮会（飲物など持ち寄り歓迎） 

１１月１３日（土）午前１０時 広瀬橋 河川清掃  

 

公開説明会を求める意見書提出 

９月６日、広瀬川に上流に「管理型ゴミ処分場」建設計画があることが分かり、市条例の意見書提出により、

仙台市立会による事業者の公開説明会の開催を求めました。事業者は（株）ジャパンクリーン。場所は青葉

区芋沢字青野木の調整区域内の広瀬川近く。以前の安定型ゴミ処分場を事業拡張して「管理型ゴミ処分場」

を申請する前置手続「杜の都の風土を守る土地利用調整条例」によるものです。提出した意見書では、有害

な産業廃棄物を長期間埋蔵処分されることにより、事業期間並びに事業後における危険性に対する体制チェ

ック。仙台市には「管理型処分場計画」の設置許可基準並びに事業後におけるチェックを行うことです。万

一、処分場の問題が発生すれば、汚染水が直接広瀬川に流入することになり、その影響は環境に対してだけ

でなく、仙台市の環境に対する大きなダメージを与えることになります。そこで、本会としては、「広瀬川

の清流を守る条例」による市民協働の原点から、この意見書提出による公開説明会の開催によって、市民が

情報を共有し、問題があれば是正を求め、悠久の広瀬川の清流を守ることを目的としています。 

＜ご意見を募集しています＞ 

特定非営利活動法人広瀬川の清流を守る会 
〒982-0011仙台市太白区長町１丁目２－１６－２０１（昭和宅建内） 
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